
在宅医療・介護連携についてのアンケート 

 

発送数：２３３   回答数：１０７   回答率：４５．９％ 

 

松山市で在宅療養をされている高齢者の支援において、在宅医療と介護の連携を考えた場合について

お尋ねします。該当するものに☑を入れて下さい。 

 

１．貴院では通院困難な在宅患者への訪問歯科診療を実施していますか。 

 件数 割合（％） 

している ７９ ７３．８ 

していない ２８ ２６．２ 

将来は実施するつもり １７ ６５．９ 

将来も実施するつもりは無い  ９ ３４．６ 

 

※将来も実施するつもりは無いと答えた方は、その理由をお書きください。 

・私自身の高齢化。・歯科医師が６５歳のため、新しいことはできない。 

・院長が高齢者の為、訪問歯科診療ができない。 

・外来患者の診察に影響が出そうだから。・人員が足りない。 

・基本的に訪問歯科診療は地域の開業医先生の管轄と考えます。 

・高次医療機関のため 

 

２．在宅で、医療と介護を必要としている高齢者の支援における、在宅医療や介護の連携について、 

現在、在宅医療や介護に関わる多職種との連携はうまく取れていると思いますか。一つ選んで 

ください。 

 件数 割合（％） 

取れている  ４  ３．８ 

概ね取れている ４６ ４３．８ 

あまり取れていない ４９ ４６．７ 

取れていない  ６  ５．７ 

 

 

３．よく連携が取れていると感じている事業所、職種を上げて下さい。（上位３つまで。選択肢に 

適切なものが無い場合は、「その他」に具体的な職種や機関名を記入して下さい。） 

 件数 割合（％） 

医師（病院、診療所） ４４ ２０．８ 

歯科医師（歯科診療所） ２２ １０．４ 

薬剤師（調剤薬局）  ４  １．９ 

看護師（病院、診療所） １２  ５．７ 

医療ソーシャルワーカー、社会福祉士（病院、診療所） １１  ５．２ 

歯科衛生士 １３  ６．１ 

管理栄養士  ３  １．４ 

ケアマネジャー（居宅介護支援事業所） ５０ ２３．６ 

介護職（デイサービス） １５  ７．１ 

介護職（ヘルパー） ２１  ９．９ 

地域包括支援センター職員  ８  ３．８ 

その他  ０ ― 

なし  ９  ４．２ 

 

 

 

歯科医師用 



４．連携が取りにくいと感じている事業所、職種を上げて下さい。（上位３つまで。選択肢に適切な 

ものが無い場合は、「その他」に具体的な職種や機関名を記入して下さい。） 

 件数 割合（％） 

医師（病院、診療所） ２６ １１．７ 

歯科医師（歯科診療所）  ８  ３．６ 

薬剤師（調剤薬局） ２７ １２．２ 

看護師（病院、診療所） １４  ６．３ 

医療ソーシャルワーカー、社会福祉士（病院、診療所） ３１ １４．０ 

歯科衛生士  ３  １．４ 

管理栄養士 １７  ７．７ 

ケアマネジャー（居宅介護支援事業所） ２８ １２．６ 

介護職（デイサービス） １５  ６．８ 

介護職（ヘルパー） ２０  ９．０ 

地域包括支援センター職員 １９  ８．６ 

その他（サ高住）  １  ０．５ 

なし １３  ５．９ 

 

 

５．今後、更に連携を強化していく必要があると思われる事業所、職種を上げて下さい。 

（上位３つまで。選択肢に適切なものが無い場合は、「その他」に具体的な職種や機関名を 

記入して下さい。） 

 件数 割合（％） 

医師（病院、診療所） ４９ １８．８ 

歯科医師（歯科診療所） １７  ６．５ 

薬剤師（調剤薬局） １６  ６．１ 

看護師（病院、診療所） １９  ７．３ 

医療ソーシャルワーカー、社会福祉士（病院、診療所） ２６ １０．０ 

歯科衛生士  ４  １．５ 

管理栄養士 １１  ４．２ 

ケアマネジャー（居宅介護支援事業所） ４６ １７．６ 

介護職（デイサービス） ２０  ７．７ 

介護職（ヘルパー） ２４  ９．２ 

地域包括支援センター職員 ２３  ８．８ 

その他（言語聴覚士。すべて。）  ２  ０．８ 

なし  ４  １．５ 

 

 

６．多職種間の連携がうまくいくには何が必要と思われますか。（上位３つまで） 

 件数 割合（％） 

職種間の専門性や置かれている状況の理解 ５０ ２０．０ 

患者(利用者)情報の共有 ６６ ２６．４ 

役割分担の明確化 ２５ １０．０ 

連携コーディネーターの存在 ５３ ２１．２ 

連携窓口の設置 ２４  ９．６ 

サービス担当者会議の開催 １０  ４．０ 

患者(利用者)及び家族の理解 １９  ７．６ 

その他（ケアマネジャーから歯科医師会へ、訪問

診療依頼できるパイプを作ること。医科歯科連携

のように。自分の知識。すべて。） 

 ３  １．２ 

 



７．多職種との連携において、最も有効と思われるツールは何ですか。一つ選んでください。 

 件数 割合（％） 

共通の連携シート（紙媒体） ４９ ５０．０ 

ICTによる情報共有ツール ２１ ２１．４ 

お薬手帳のような個人で持つ情報シート（ノート） ２４ ２４．５ 

その他（歯科医師会。電話による情報交換。分からな

い。） 
 ４  ４．１ 

 

８．多職種との連携、連絡に普段活用している手段は何ですか。（複数回答可） 

 件数 割合（％） 

電話 ７１ ４５．２ 

FAX ６８ ４３．３ 

メール  ７  ４．５ 

面談  ７  ４．５ 

その他（患者を通して。手紙。照会状）  ４  ２．５ 

 

９．多職種間の連携が特にうまくいっていない場面はどこですか。（複数回答可） 

 件数 割合（％） 

日常の療養支援 ５０ ４９．５ 

入院時 １４ １３．９ 

退院時 １２ １１．９ 

急変時 ２１ ２０．８ 

看取り  ４  ４．０ 

 

１０．介護支援専門員（ケアマネジャー）との連携についてお尋ねします。 

   ①関わりのある介護支援専門員に求めること（複数回答可） 

 件数 割合（％） 

介護申請あるいは主治医意見書作成に関する情報提供 ３９ ２０．９ 

生活状況、家族状況などの情報提供 ６３ ３３．７ 

訪問診療時の同行 ２６ １３．９ 

居宅サービス計画の提出  ５  ２．７ 

サービス担当者会議に参加依頼がくる  ２  １．１ 

生活状況や状態が変わった時に連絡が入る ２４ １２．８ 

入院、退院の連絡が入る １８  ９．６ 

担当の挨拶をもらう（書面、訪問診療時）  ９  ４．８ 

その他（診療依頼。）  １  ０．５ 

 

   ②介護支援専門員（ケアマネジャー）に求める力量について （上位 3つまで） 

 件数 割合（％） 

最低限の医療知識を持つ ３５ １４．８ 

明確に状況や質問内容を説明できる ５１ ２１．６ 

本人についての正しい情報を得ている ５４ ２２．９ 

多職種との交渉力 ２３  ９．７ 

多職種との調整力 ４２ １７．８ 

社会的なマナー １０  ４．２ 

社会資源の情報量  １  ０．４ 

医療制度の理解 １９  ８．１ 

会議の有益な進行力  ０ － 

その他（すべて。）  １  ０．４ 

 



 

   ③介護支援専門員（ケアマネジャー）との希望する連絡方法について（複数回答可） 

 件数 割合（％） 

窓口（担当者）を通しての連絡 ３４ １８．１ 

ケアマネタイム等の利用  ９  ４．８ 

FAX  ４３ ２２．９ 

電話 ４５ ２３．９ 

メール ２２ １１．７ 

面談（外来同席） １８  ９．６ 

面談（予約）  １  ０．５ 

ICTを活用したシステム １６  ８．５ 

 

 

   ④介護支援専門員（ケアマネジャー）との連携に支障となっていることは何ですか 

（複数回答可） 

     件数 割合（％） 

必要性がわからない  ９  ６．３ 

時間の余裕がない ３０ ２１．１ 

医師に代わる担当者が院内にいない  ９  ６．３ 

介護保険制度がよくわからない １６ １１．３ 

介護支援専門員からのアプローチがない ４２ ２９．６ 

人によって連携の取りやすさに違いがある ３４ ２３．９ 

その他（介護認定のレベルが頻発に変わる

が連額が遅い、特に要支援と要介護で変わ

る方。担当ケアマネジャーさんが怖く、な

かなか連絡が取れない。） 

 ２  １．４ 

 

１１．介護支援専門員（ケアマネジャー）以外の介護関係者（デイサービスの職員やヘルパー等）との 

連携についてお尋ねします。 

①介護支援専門員（ケアマネジャー）以外の介護関係者（デイサービスの職員やヘルパー等）と 

連絡をとりあったことがありますか。一つ選んでください。 

 件数 割合（％） 

よく連絡を取り合っている  ３  ３．０ 

連絡を取ることがある  ３１ ３０．７ 

ほとんど連絡を取ることがない ３２ ３１．７ 

連絡を取り合ったことがない ３５ ３４．７ 

 

   ②介護支援専門員（ケアマネジャー）以外の介護関係者（デイサービスの職員やヘルパー等）と 

直接連携を取る必要性を感じますか。一つ選んでください。 

 件数 割合（％） 

とてもそう思う ２４ ２４．０ 

そう思う ６０ ６０．０ 

あまり思わない １６ １６．０ 

思わない  ０ － 

 


